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「先
せ ん

見
け ん

の明
め い

があった松
ま つ

田
だ

先
せ ん

生
せ い

 」

生
せいちょう

長の家
いえ

ラテン・アメリカ教
きょうか

化総
そうちょう

長　向
むかい

　芳
よしお

夫

合
がっしょう

掌ありがとうございます。

ブラジルにおける生
せいちょう

長の家
いえ

の大
だい

開
かいたくしゃ

拓者である

松
まつだ

田巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生は、青
せいねん

年当
とうじ

時『生
せいめい

命の実
じっそう

相』に

触
ふ

れ、これこそ命
いのち

を掛
か

けて悔
く

いのない大
だいじ　ぎょう

事業で

ある事
こと

を自
じ　かく

覚されてひたすらその目
もくてき

的実
じつげん

現に

邁
まいしん

進され、やがて機
き

が熟
じゅく

し日
に　ほん

本本
ほんぶ

部で一年
ねんかん

間

研
けんしゅう

修されて帰
き

伯
はく

後
ご

、練
れんせい

成 道
どうじょう

場 建
けんせつ

設に全
ぜん

精
せいこん

魂をか

けて携
たずさ

わり、1955 年
ねん

3 月
がつ

2 日
か

に道
どうじょう

場の落
らくせいしき

成式

が挙
きょこう

行された模
も　よう

様がご著
ちょしょ

書『光
ひかり

は国
こっきょう

境を越
こ

えて』

７３ページに次
つぎ

のように書
か

かれております。 

（前
ぜんりゃく

略）「我
われ

らの後
こうけいしゃ

継者である若
わか

き青
せいねん

年諸
しょくん

君

達
たち

に、明
あか

るい希
き　ぼう

望と信
しんねん

念を持
も

たせ、人
にんげん

間神
かみ

の子
こ

の誇
ほこ

りを持
も

って伯
はくじん

人社
しゃかい

会に伍
ご

し、日
にっけいじん

系人として

完
かんぜん

全、充
じゅうぶん

分なる活
かつどう

動をして頂
いただ

く事
こと

にあると思
おも

う

のでありますが、そのために助
じょりょく

力させて頂
いただ

きたい

のですが、青
せいねん

年道
どうじょう

場の持
も

つ使
し　めい

命の一
ひと

つであります。 

その第
だい

二は、一
いっぽ

歩進
すす

んで、このみ教
おし

えに依
よ

っ

て自
じ　こ

己内
ないざい

在の神
しんせい

性を自
じ　かく

覚し、生
せい

の歓
かんき

喜に満
み

たさ

れた、青
せいねん

年諸
しょくん

君が、御
み　おし

教えの持
も

つ世
せ　かいてき

界的大
だいし

使命
めい

、

所
いわゆる

謂人
じんるい

類光
こうみょうか

明化、地
ちじょう

上天
てんごく

国建
けんせつ

設運
うんどう

動の選
えら

ばれた

る霊
れい

の選
せんし

士としての自
じ　かく

覚に醒
さ

め、己
おのれ

に具
ぐ　ゆう

有する

所
ところ

の日
にっけい

系伯
はくじん

人としての権
けんり

利と資
し　かく

格をもって得
とくい

意

とする伯
はくご

語を縦
じゅうおう

横に駆
く　し

使し、伯
はくじん

人社
しゃかい

会に光
こうみょう

明

思
し　そう

想の炬
きょ

火
ひ

を点
てん

じ、日
にっ

伯
ぱっく

両
りょう

国
こくみん

民の、ひいては

南
なんべい

米全
ぜんど

土の光
こうみょうか

明化に生
い

き甲
が　い

斐ある偉
い　だい

大なる活
かつどう

動

を展
てんかい

開して頂
いただ

きたいというのが青
せいねん

年道
どうじょう

場のもつ

究
きゅうきょく

極 ともいう可
べ

き使
し

命
めい

であります。」（後
こうりゃく

略） 

さらに同
どうしょ

書、７９ページには次
つぎ

のように書
か

か

れております。 

（前
ぜんりゃく

略）「道
どうじょう

場及
およ

び青
せいねんぶ

年部では次
つぎ

のような、色
いろ

んな計
けいかく

画が考
かんが

えらて居
お

ります、 職
しょくぎょう

業 学
がっこう

校の設
せつ

立
りつ

、ポルトガル語
ご

の練
れんせい

成道
どうじょう

場の建
けんせつ

設、出
しゅっぱん

版会
がいしゃ

社

（日
にち

、ポ、西
せい

、特
とく

にスペイン語
ご

は必
ひつよう

要でありま

す）等
などなど

々でありますが、必
かなら

ず神
かみ

の導
みちび

きに依
よ

りよ

りよき姿
すがた

で建
けんせつ

設されるものと信
しん

じて居
お

ります。」

（後
こうりゃく

略） 

５６年
ねん

前
まえ

、松
まつだ

田先
せんせい

生の心
こころ

の中
なか

にこれらすべて

が描
えが

かれていたのです。 

今
こ　とし

年８月
がつ

３０、３１日
にち

、９月
がつ

１, ２, ３日
か

の５

日
か　かん

間に渡
わた

ってサンタ・テクラ練
れんせい

成道
どうじょう

場で西
せいご

語圏
けん

諸
しょこく

国１１カ国
こく

から４２２名
めい

の幹
かんぶ

部講
こうし

師青
せいねん

年等
など

が

参
さんか

加してスペイン語
ご

による練
れんせいかい

成会が盛
せいだい

大に挙
きょこう

行

されました。現
げんざい

在ブラジル国
こく

には５ヵ所
しょ

に練
れんせい

成

道
どうじょう

場が建
けんせつ

設されており、すでにミナス・ジェラ

イス州
しゅう

に建
けんせつちゅう

設中であり、将
しょうらい

来は首
しゅと

都ブラジリア

にも企
き　かく

画されているという現
げんじょう

状を見
み

ますとき、

大
だいせんぱい

先輩松
まつだ

田巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生、並
なら

びに生
せいぜん

前光
こうみょうか

明化運
うんどう

動

に挺
ていしん

身された方
かた

達
たち

の霊
れいてき

的支
し　えん

援のおかげである事
こと

が強
つよ

く感
かん

じられます。 

                                   　　　　　再
さい

合
がっしょう

掌  
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「　大
だい　　せい　　し

聖師に学
まな

ぶ　」

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどうほんぶ

道本部理
り   じちょう

事長　村
むらかみ

上真
ま

理
り

枝
え

合
がっしょう

掌、ありがとうございます。

今
こ　とし

年の 11 月
がつ

22 日
にち

は大
だいせいし

聖師谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生ご生
せいたん

誕

118 年
ねん

の年
とし

であり、伝
でんどう

道本
ほんぶ

部では盛
せいだい

大にご生
せいたん

誕

記
き　ねん

念式
しきてん

典を開
かいさい

催致
いた

しますが、この式
しきてん

典に臨
のぞ

むと

きにいつも思
おも

うことは、大
だいせいし

聖師が勇
ゆうき

気あるご決
けつい

意

をされて「自
じ　ぶん

分はいま生
せいちょう

長の火
ひ

をかざして人
じんるい

類

の前
まえ

に起
た

つ。起
た

たざるを得
え

なくなったのである。

友
とも

よ助
たす

けよ。同
どうし

志よ吾
われ

に投
とう

ぜよ！」と「生
せいちょう

長の

家
いえ

出
しゅつげん

現の精
せいしん

神とその事
じ　ぎょう

業」をご発
はっぴょう

表され、人
じんるい

類

光
こうみょうか

明化運
うんどう

動の名
な　まえ

前で生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動を始
はじ

められ

たそのご意
い　し

思をわれわれの意
い　し

思として、希
き　ぼう

望と

使
し　めいかん

命感にもえて、次
つぎ

の世
せ　だい

代、また次
つぎ

の世
せ　だい

代へと引
ひ

き継
つ

がなければならない責
せきにんかん

任感をひしひしと感
かん

じ

るのであります。

谷
たにぐち

口 雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生 の 秘
ひ　しょ

書 と し て 1935 年
ねん

よ り お 山
やま

（谷
たにぐち

口先
せんせい

生のお宅
たく

）でお仕
し　ごと

事をされた山
やまぐち

口悌
やす

治
はる

氏
し

はそのご著
ちょしょ

書「中
みなか

のこころ」に、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生の

身
み　じか

近に親
しんしゃ

炙してあの御
ご

風
ふうぼう

貌のような白
はくせき

皙清
せいちょう

澄な

雰
ふんい　き

囲気に包
つつ

まれて暮
く

らす喜
よろ

びを綴
つづ

られております

が、先
せんせい

生のおそばにてさりげない淡
たんたん

々とした日
ひび

々

のご生
せいかつ

活から、不
ふ　どう

動の巌
いわ

のように山
やまぐち

口講
こうし

師の心
こころ

に

のしかかってきたものはとりわけ次
つぎ

の三
みっ

つのもので

あったとのことであります。

その一つは，三時
じ

のおやつの時
じ　かん

間のことでありま

した。どんなに話
はなし

が面
おもしろ

白く興
きょうみ

味深
ぶか

く運
はこ

んでおって

も、15 分
ふん

か 20 分
ぷん

起
た

ちますと、先
せんせい

生は静
しず

かに席
せき

を立
た

たれて、話
はなし

は残
のこ

った人
ひと

たちにまかせて書
しょさい

斎へ

行
い

ってしまわれるのでした。そろそろもう時
じ　かん

間だ

よとは一
ひとこと

言もおっしゃらず、ニコニコ笑
わら

いながら

言
い

われたそうです。普
ふ　つう

通でしたら、話
はなし

がはずんで

時
じ　かん

間が過
す

ぎるのも忘
わす

れ、腰
こし

を落
お

ち着
つ

けたがるもの

であり、その為
ため

にどれ程
ほど

多
おお

くの有
ゆうけい

形無
むけい

形の損
そんしつ

失や

迷
めいわく

惑を重
かさ

ねているかわからないのであります。

その二
ふた

つは、先
せんせい

生はお茶
ちゃ

が大
たいへん

変お好
す

きでいらっ

しゃったそうですが、そのお茶
ちゃ

も ,　飲
の

んでいい

時
とき

、飲
の

んでいい所
ところ

でなければ決
けっ

してお飲
の

みになら

なかったということでした。書
しょさい

斎では、お仕
し　ごとちゅう

事中

は決
けっ

してお飲
の

みになられなかったことでありま

す。普
ふ　つう

通でしたら、仕
し　ごと

事中
ちゅう

に、お茶
ちゃ

ぐらいと思
おも

っ

てしまいますが、先
せんせい

生にはまったくそれがおあり

にならなかったということであります。

その三
みっ

つは、お食
しょくじ

事のとき、女
じょちゅう

中さんが「お食
しょくじ

事

でございます」と案
あんない

内に来
こ

られますと、まるで響
ひび

きが声
こえ

に応
おう

ずるように、スーッと出
で

てこられるこ

とであります。奥
おくさま

様や女
じょちゅう

中さんは、食
しょくじ

事の時
じ　かん

間に、

今
いま

頂
いただ

いたら一
いちばん

番おいしく頂
いただ

けるというときに案
あんない

内

されるわけですが、その食
しょくじ

事を整
ととの

える人
ひと

のことを

想
おも

い、手
て

にしておられる筆
ふで

を即
そくざ

座に置
お

き、サッとお立
た

ちになって食
しょくどう

堂へ向
む

かわれたということであります。

誰
だれ

も皆
みな

一
いちおう

応知
し

り尽
つ

くしている当
あ

たりまえの、分
わ

か

りきったことでありますが、御
みこころ

心のままなる生
せいかつ

活

というものがどんなものであるか、ということを

谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生のこの三
みっ

つの行
おこな

いによって私
わたし

たちは

学
まな

ぶことができるのであります。　　　再
さいはい

拝
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ジュニア見
けん　　しん　　かい

真会　ー　日
にち　　ご

語ジュニア部
ぶ

2011 年
ねん

8 月
がつ

20 日
か

～ 21 日
にち

に , イ ビ ウ ー
ナ南

なんべい
米練

れんせい
成道

どうじょう
場で、「夢

ゆめ
を抱

いだ
き、一

いっしょう
生懸

けんめい
命

努
どりょく

力してその夢
ゆめ

を実
じつげん

現する」というテーマ
で、ブラジル生

せいちょう
長の家

いえ
青
せい

年
ねんかい

会主
しゅさい

催の日
にちご

語ジュ
ニア部

ぶ
練
れんせいかい

成会が開
かい

催
さい

された。
愛
あいじょう

情をもって、そして献
けんしんてき

身的に練
れんせいかい

成会
の指

し　どう
導を行

おこな
ったのは、担

たんとう
当講

こうし
師の山

やまざき
崎賢

けんいち
一

地
ち　ほう

方講
こうし

師・教
きょうか

化員
いん

、担
たんとう

当補
ほ　さ

佐のヘージス・
ヨシオ・シマノエ光

こうみょう
明実

じっせん
践委

い　いん
員、ダニエウ・

ルイス・ダ・シウヴァ光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員、レチッ
シア・エミ・フジワラ・ヤマダ光

こうみょう
明実

じっせん
践

委
い　いん

員、そして特
とくべつ

別 招
しょうたい

待 講
こうし

師のリリアン・スー
ジ・バッフィ・ノリマツ本

ほんぶ
部講

こうし
師補

ほ
であった。

二
ふつか

日 間
かん

の 練
れんせいかい

成 会 で、218 人
にん

の ジ ュ ニ ア
参
さんか　しゃ

加者を対
たいしょう

象に、「夢
ゆめ

、理
り　そう

想、家
か　てい

庭調
ちょうわ

和、様
さまざま

々
なかたちの愛

あい
、神

しんそう
想観

かん
、社

しゃかい
会を変

か
えるジュ

ニアになるためには」等
など

、この年
ねんだい

代にふさ
わしいテーマの講

こうわ
話が行

おこな
われた。

講
こうわ

話の合
あいま

間に、練
れんせいかい

成会の実
じっこう

行委
い　いん

員はゲー
ム、レクリエーションなどを企

き
画
かく

し、ジュ
ニアはお互

たが
いに打

う
ち解

と
け、友

ゆうじょう
情を再

さいかくにん
確認し

たり新
あたら

しい友
ゆうじょう

情を築
きず

いたりした。

「夢
ゆめ

を抱
いだ

き、一
いっ　しょう

生懸
けん　　めい

命努
ど　　りょく

力してその夢
ゆめ

を実
じつ　　げん

現する」
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練
れんせいかい

成 会 の 最
さいご

後 の プ ロ グ ラ ム の 一
ひと

つ に、
参
さんか　しゃ

加者が演
えんだん

壇に上
あ

がり、決
けつい

意を発
はっぴょう

表する
時
じ　かん

間があった。「もっと良
よ

い息
むすこ

子になるた
めに努

どりょく
力する」、「もっと勉

べんきょう
強に打

う
ち込

こ
む」、

「生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動にもっと積
せっきょくてき

極的に参
さんか

加し、

光
こうみょう

明 実
じっせん

践委
いいん

員になる。そして講
こうわ

話を通
とお

して、
今
きょう

日の私
わたし

の幸
しあわ

せを将
しょうらい

来のジュニアに提
ていきょう

供す
る」等

など
の決

けつい
意が表

ひょうめい
明された。これらの決

けつい
意

から、練
れんせいかい

成会の目
もくてき

的は達
たっせい

成されたと確
かくにん

認で
きた。
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　青
せい　ねん

年見
けん　しん　かい

真会　－　日
にち　　ご

語青
せい　ねん　ぶ

年部

　ドラマには多
おお

くの争
あらそ

い、笑
わら

い、涙
なみだ

、出
で　あ

会

いや別
わか

れがあるが、最
さいご

後はハッピーエン

ドに終
お

わる。ブラジル生
せいちょう

長の家
いえ

青
せい

年
ねんかい

会は、

去
さ

る 8 月
がつ

2
はつ　か

0 日 ～ 21 日
にち

、 イ ビ ウ ー ナ 練
れんせい

成

道
どうじょう

場で行
おこな

われた日
にちご

語青
せい

年
ねん

練
れんせいかい

成会で、この

真
しんい

意を伝
つた

えた。

　それぞれの講
こうわ

話はドラマの一
いちわ

話に相
そうとう

当し、

担
たんとう

当はエニオ・マサキ・ハラ本
ほんぶ

部講
こうし

師、リ

リアン・スージ・バッフィ・ノリマツ本
ほんぶ

部

講
こうし

師補
ほ

、ホベルト・オキト・フジワラ講
こうし

師、

ヘージス・ヨシオ・シマノエ光
こうみょう

明実
じっせん

践委
いいん

員

によって指
し　どう

導され、「真
しん

の友
とも

、生
しょうがい

涯の同
どうぼう

朋」

「偉
い　だい

大な夢
ゆめ

を描
えが

き、その実
じつげん

現のための努
どりょく

力」

人
じん　せい

生をドラマに仕
し　　た

立てて、シナリオはあなたが描
えが

く

　（　ブラジル青
せい

年
ねん

会
かい

ティーン対
たい

策
さく

部
ぶ

・部
ぶ

長
ちょう

 
ヴィニシウス・ダ・ホッシャ・カルヴァーリョ）

「両
りょうしん

親の無
む　げん

限なる愛
あい

」等
など

のテーマで講
こうわ

話が行
おこな

われた。
イビウーナ練

れんせい
成道

どうじょう
場での練

れんせい
成会

かい
の初

はつ
参
さんか　しゃ

加者
は約

やく
３０人

にん
だった。青

せいねん
年たちは「人

にんげん
間は神

かみ

の子
こ

である」というみ教
おし

えを、身
み

をもって
体
たいとく

得し、喜
よろこ

びと感
かんしゃ

謝の心
こころ

で練
れんせい

成道
どうじょう

場を後
あと

に
した。
日
にちご

語青
せい

年
ねん

練
れんせいかい

成会は日
にっけいじん

系人の青
せいしょうねん

少年を対
たいしょう

象に
した、生

せいちょう
長の家

いえ
のみ教

おし
えを学

まな
ぶ練

れんせいかい
成会であ

り、そこでは講
こうわ

話はポルトガル語
ご

で行
おこな

われ
るが、祈

いの
りや聖

せいか
歌 斉

せいしょう
唱 等

など
は日

に　ほんご
本語で行

おこな
われ

る。
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　第
だい

7 回
かい

ブラジルの奴
ど　　れい　　か

隷化された人
ひと　びと

々の諸
しょ　れい

霊　
　　　( 黒

こく　じん

人及
およ

びインデｲオ）対
たい　しょう

象の慰
い　　れい　　さい

霊祭
 第 49 回

かい

拓
たく　　じん

人の聖
せい　　とう

塔慰
い　　れい　　さい

霊祭及
およ

び世
せ　　かい

界平
へい　　わ

和の祈
いの

り

ブ ラ ジ ル 独
どくりつ

立 記
き　ねん

念 日
び

に あ た る 2011 年
ねん

9 月
がつ

7 日
か

、イビウーナの丘
おか

は平
へいわ

和を讃
たた

える
千
せんにん

人以
い　じょう

上の人
ひとびと

々によって埋
う

め尽
つ

くされた。
　拓

たくじん
人の聖

せいとう
塔慰

い　れい
霊祭

さい
及
およ

び世
せ　かい

界平
へいわ

和の祈
いの

りは
午
ご　ぜん

前中
ちゅう

に執
と

り行
おこな

われた。この儀
ぎ　しき

式の由
ゆ　らい

来に
ついて、向

むかい
芳
よしお

夫ラテン・アメリカ教
きょうか

化 総
そうちょう

長
は 次

つぎ
の よ う に 説

せつめい
明 し た。「1963 年

ねん
、 松

まつだ
田

巳
み

代
よ　し

志先
せんせい

生が谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生に、ブラジルに
おける生

せいちょう
長の家

いえ
の先

せんく　しゃ
駆者の慰

い　れいとう
霊塔を建

けんせつ
設し

たい旨
むね

を伝
つた

えたところ、生
せいちょう

長の家
いえ

の先
せんく　しゃ

駆者
だけでなく、この壮

そうだい
大な国

くに
の建

けんせつ
設のために

貢
こうけん

献したすべての民
みんぞく

族の功
こうせき

績を讃
たた

える塔
とう

を
築
きず

くべきだというご指
し　どう

導をいただいた」。
拓
たくじん

人の聖
せいとう

塔はブラジル宝
ほうぞう

蔵神
じんじゃ

社の横
よこ

に建
けんせつ

設
され、1963 年

ねん
8 月

がつ
28 日

にち
に落

らくせいしき
成式が行

おこな
われ

た。その後
ご

、拓
たくじん

人の聖
せいとう

塔慰
いれい

霊祭
さい

は毎
まいとし

年同
おな

じ
場
ば　しょ

所で行
おこな

われている。
　慰

いれい
霊祭

さい
終
しゅうりょうご

了後、寺
てらまえ

前継
つぎ

雄
お

ブラジル生
せいちょう

長

挨あ
い
さ
つ拶

を
述の

べ
る
寺て
ら
ま
え前

継つ
ぎ
お雄

講こ
う
し師

祭さ
い
し司
を
務つ
と
め
る
向
む
か
い
芳よ
し
お夫
本ほ
ん
ぶ部
講こ
う
し師

← Prof. Yoshio Mukai realiza a cerimônia. 
↑ Prof .  Tuguio Teramae -  vice-pres . 
da Seicho- No- Ie,dir ige palavras aos 
participantes
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の家
いえ

副
ふく

理
り　じ　ちょう

事長はあいさつで次
つぎ

のように述
の

べ
た。「ブラジルではすべての民

みんぞく
族が仲

なかよ
良く

暮
く

らしており、これは他
た

の国
くに

にとってもお
手
て　ほん

本となる事
ことがら

柄である。ブラジルで生
う

まれ、
ブラジル人

じん
としてこの国

くに
に暮

く
らすことは、

神
かみ

からいただいた偉
い　だい

大な恩
おんけい

恵である」。と
話
はな

された。
午
ご　ご

後からの第
だい

7 回
かい

ブラジルの奴
どれいか

隷化さ
れた人

ひとびと
々の諸

しょれい
霊（黒

こくじん
人及

およ
びインディオ）を

対
たいしょう

象にした慰
い　れい

霊祭
さい

について、フェルナンド・
アントニオ・メンデス・マルケス本

ほんぶ
部講

こうし
師

は歴
れきし　てき

史的データを用
もち

いて、「約
やく

4 世
せいき

紀続
つづ

い
たブラジルの奴

ど　れいせい
隷制度

ど
では、約

やく
490 万

まんにん
人

のインディオが命
いのち

を落
お

とし、約
やく

400 万
まんにん

人
の黒

こくじん
人奴

ど　れい
隷が非

ひ
人
じんどうてき

道的な扱
あつか

いを受
う

けた。こ
の慰

い　れい
霊祭

さい
では、深

ふか
い愛

あい
と感

かんしゃ
謝の意

い
をこめて、

この国
くに

の基
き　そ

礎を築
きず

いた彼
かれ

らのために、真
しんり

理
の言

ことば
葉を捧

ささ
げましょう」。と参

さんか　しゃ
加者に呼

よ
びかけた。

　インディオを代
だいひょう

表してあいさつした
のは、作

さっか
家であり、環

かんきょう
境保

ほ　ご
護活

かつどうか
動家でもあ

るカイアポー族
ぞく

のカカ・ウェラー・ジェク
ペー氏

し
である。彼

かれ
はポルトガル人

じん
や他

た
の

民
みんぞく

族の男
だんせい

性と、女
じょせい

性インディオとのあいだに

生
う

まれた混
こんけつじ

血児である。

当
とうじ

時、混
こんけつじ

血児は奴
ど　れい

隷として扱
あつか

われたため、

インディオとしてのルーツを隠
かく

す必
ひつよう

要があっ

た。そこでジャクペー氏
し

は「彼
かれ

らの魂
たましい

はいま

だに、自
じ　ぶん

分のルーツを否
ひ　てい

定したことに対
たい

する

罪
ざいあくかん

悪感を抱
いだ

いているに違
ちが

いない。しかし今
きょう

日

ここで祈
いの

りの言
ことば

葉によって、彼
かれ

らは全
ぜんいん

員許
ゆる

さ

れたということを自
じ　かく

覚したに違
ちが

いない」。と

話
はな

した。最
さいご

後に、インディオの歌
うた

を一
いっしょ

緒に歌
うた

うよう、参
さんかしゃ

加者に呼
よ

びかけた。

　午
ご　ご

後の慰
い　れい

霊祭
さい

の最
さいご

後に、寺
てらまえ

前講
こうし

師は、

数
すう

世
せいき

紀にわたる奴
ど　れいせい

隷制度
ど

の維
い　じ

持はほとんどの

文
ぶんめい

明に共
きょう

通
つう

していると指
し　てき

摘し、それは他
た　にん

人を

征
せいふく

服したいという人
にんげん

間の本
ほんのう

能のあらわれであ

ると話
はな

した。そして、「本
ほんじつ

日、我
われわれ

々がここに

いるのは、第
だいいち

一に、我
われわれ

々は神
かみ

の子
こ

としてみな

兄
きょうだい

弟 姉
し　まい

妹だということを、生
せいちょう

長の家
いえ

で教
おそ

わっ

たからである」。慰
い　れい

霊祭
さい

の尊
とうと

い意
い　ぎ

義を述
の

べ、

慰
い　れいさい

霊祭は終
しゅうりょう

了した。

↓ 先
せんぞ

祖 が イ ン デ イ
オの ルシアナ・ク
ルス・ダ・シルヴァ
descendente de índios
Luciana Cruz da Silva

↑インデイオ代
だいひょう

表 
カカ・ジェクペー氏

し

escritor e ambientalista
Kaká Werá Jecupé
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第
だい

14 回
かい

子
こ      ども

供会
かい

指
し      どう    しゃ

導者研
けん    しゅう    かい

修会

子
こ  ども

供会
かい

指
し   どうしゃ

導者研
しゅうかいが

修会が去
さ

る、2011 年
ねん

８月
がつ

27 日
にち

に伝
でんどう

道本
ほんぶ

部別
べっかん

館にて開
かい

催
さい

され

た。指
し  どう

導に当
あ

たったのは、高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほんぶ

部

講
こうし

師と内
うちだ

田静
しず

香
か

講
こうし

師。

第
だい

一講
こうわ

話で高
たかはし

橋本
ほんぶ

部講
こうし

師は、子
こ  どもかい

供会そ

して子
こ  ども

供の指
し   どう

導の重
じゅうようせい

要性について次
つぎ

のよ

うに語
かた

った。

「生
せいちょう

長の家
いえ

の教
きょういく

育は子
こ   ども

供の内
うち

なる神
しんせい

性

を 引
ひ

き 出
だ

す 教
きょういく

育 で あ っ て、 押
お

し 付
つ

け る

教
きょういく

育ではない。子
こ   ども

供の教
きょういく

育は母
ははおや

親の胎
たいない

内

にいる時
とき

から始
はじ

まっている。

人
にんげん

間は生
う

まれた時
とき

、前
ぜんせ

世のことは忘
わす

れ

ているので、もう一度
ど

全
すべ

てを学
まな

ばねばい

けません。その為
ため

、われわれが指
し   どう

導にあ

たらないといけない。

生
せいめい

命の実
じっそう

相第
だい

４巻
かん

には、われわれの内
うち

には限
かぎ

りない能
のうりょく

力が備
そな

わっている。親
おや

又
また

は子
こ  どもかい

供会の指
し   どうしゃ

導者がこの真
しんり

理を理
り  かい

解すれば、
子
こ   ども

供を正
ただ

しい方
ほうこう

向へ導
みちび

くことが出
で

来
き

る。正
ただ

し
く導

みちび
くことによって、子

こ  ども
供はすばらしい人

じんせい
生

を送
おく

ることができ、偉
い  だい

大な人
にんげん

間になる。
人
にんげん

間には皆
みな

、愛
あい

されたい、褒
ほ

められたい、
認
みと

められたい、自
じ   ゆう

由になりたい、役
やく

に立
た

ちた
い思

おも
いを持

も
っている。これらを正

ただ
しく伸

の
ばし

て上
あ

げるのが、子
こ  どもかい

供会の指
し  どうしゃ

導者の使
し  めい

命であ
る。正

ただ
しく指

し  どう
導する為

ため
には、子

こ  ども
供を神

かみ
の子

こ
と

して認
みと

めることが必
ひつよう

要である。」第
だい

一講
こうわ

話の
後
あと

、プレジデンテ・プルデンテの後
ご  とう

藤清
きよみ

美さ
んの体

たいけんだん
験談で、地

じ  もと
元の子

こ  どもかい
供会の人

にんずう
数が減

へ
った

ため、家
か  てい

庭訪
ほうもん

問を行
おこな

ったり、子
こ  どもかい

供会の日
ひ

は
子
こ  ども

供達
たち

の送
おく

り迎
むか

えを行
おこな

ったりする間
あいだ

に人
にんず

数も
増
ふ

えてきたと話
はな

された。そして同
おな

じくプレジ
デンテ・プルデンテの角

つのだ
田ローザさんはまず、

子
こ  どもかい

供会の指
し  どうしゃ

導者の皆
みな

さんに感
かんしゃ

謝の言
ことば

葉を伝
つた

↑高
たかはし

橋信
しんじ

次本
ほんぶ

部講
こうし

師
    palestrante prof. Sinji
    Takahashi

→　中
ちゅうおう

央： 歌
うた

、ダンスの振
ふ

      り付
つ

けを楽
たの

しむ参
さんか　しゃ

加者
 　  lideres do kodomo-kai - 　
　   momento de descontração

↑ワークショップの風
ふうけい

景
   Workshop
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え、御
ご  じ  しん

自身も幼
おさな

いころ子
こ   どもかい

供会にお世
せ  わ

話にな

り、今
いま

ではその御
ご  おん

恩返
がえ

しのつもりでお手
て  つだ

伝

いをさせていただいている、と話
はな

された。

次
つ

いで、加
か  とう

藤恵
けいこ

子対
たいさく

策部
ぶ　ちょう

長は「子
こ  どもかい

供会の

指
し  どう

導について」のオリエンテイションを行
おこな

った。

ご自
じ  しん

身の経
けいけん

験を話
はな

され、子
こ  どもかい

供会を始
はじ

めた

ころは娘
むすめ

さん３人
にん

とお友
ともだち

達の娘
むすめ

さん２
ふたり

人、

計
けい

５人
にん

だけの子
こ　　どもかい

供会であった。一
いちじ

時止
や

めよ

うとも思
おも

った時
とき

があったが、いろいろの方
かた

から励
はげま

ましのことばや祈
いの

る大
たいせつ

切さを教
おし

えて

いただき、今
こんにち

日まで続
つづ

けることができた。

たとえ小
しょうにんず

人数であっても種
たね

を蒔
ま

けば必
かなら

ず

実
み

り、それがまた広
ひろ

がっていく。

子
こ　ども

供の指
し　どう

導はけっして楽
らく

ではないが、

子
こ　ども

供達
たち

こそがこのみ教
おし

えを伝
つた

える将
しょうらい

来の

後
こうけいしゃ

継者であると力
ちから

強
づよ

く語
かた

った。

昼
ちゅうしょくご

食後は子
こ　どもかい

供会で応
おうよう

用できる歌
うた

、ダン

ス、ワークショップなどの指
し　どう

導があった。

指
し　どうしゃ

導者の皆
みな

さんは一
いっしゅん

瞬子
こ　ども

供に帰
かえ

ったような

気
き　もち

持ちで楽
たの

しく体
からだ

を動
うご

かした。

次
つ

いで、「子
こ　どもかい

供会の重
じゅうようせい

要性」について

内
うちだ

田静
しず

香
か

講
こうし

師が講
こうわ

話を行
おこな

った。

まず子
こ　どもかい

供会の指
し　どうしゃ

導者は沢
たくさん

山の子
こ　ども

供を預
あず

か

り、子
こ　ども

供達
たち

の神
しんせい

性を引
ひ

き出
だ

し、愛
あい

を与
あた

えて

下
くだ

さることに感
かんしゃ

謝の言
ことば

葉を述
のべ

られた。1988

年
ねん

に地
じ　もと

元で日
にちご

語の子
こ　どもかい

供会を結
けっせい

成された。そ

のきっかけは地
じ　もと

元生
せいちょう

長の家
いえ

のポ語
ご

の子
こ　どもかい

供会

を見
けんがく

学したとき、非
ひ

日
にっけいじん

系人の子
こ　ども

供たちが祈
いの

りや歌
うた

などを日
に　ほんご

本語で行
おこな

っていたことに驚
おどろ

き、なぜわれわれ日
にっけいじん

系人は日
にちご

語で行
おこな

わな

いのかと思
おも

い早
さっそく

速行
こうどう

動に移
うつ

した。10 年
ねんかん

間

子
こ　どもかい

供会の指
し　どう

導に当
あ

たり、魅
みりょく

力ある楽
たの

しい

子
こ　どもかい

供会を行
おこな

うよう心
こころが

掛けた。

指
し　どうしゃ

導 者 は 神
かみさま

様 か ら 選
えら

ば れ た 人
ひと

で あ

る。子
こ　ども

供達
たち

は皆
みな

神
かみ

の子
こ

であることを信
しん

じ、

無
むげんりょく

限力の持
も

ち主
ぬし

であることを自
じ　かく

覚させる

指
し　どう

導にあたる大
たいせつ

切さ、そして、最
さいきん

近は特
とく

に

学
がっこう

校で先
せんせいがた

生方やお友
ともだち

達を尊
そんけい

敬する意
い　しき

識が薄
うす

れてきている。其
そ

の中
なか

で子
こ　どもかい

供会の集
あつ

まりで

生
せいちょう

長の家
いえ

の真
しんり

理を伝
つた

え、相
あいて

手を神
かみ

の子
こ

とし

て尊
そんちょう

重し、親
おや

に感
かんしゃ

謝、先
せんぞ

祖への感
かんしゃ

謝の大
たいせつ

切

さを伝
つた

えるのが指
し　どうしゃ

導者の役
やくわり

割であると語
かた

った。

最
さいご

後の結
けつご

語は高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほんぶ

部講
こうし

師が行
おこな

い、

講
こうわ

話で次
つぎ

のようなことを話
はな

した。子
こ　ども

供たち

は一度
ど

聞
き

いたりしたことは必
かなら

ず潜
せんざい

在意
い　しき

識に

残
のこ

る。子
こ　どもかい

供会を卒
そつぎょう

業した後
あと

も人
じんせい

生に迷
まよ

った

時
とき

、または行
ゆ

き詰
づま

った時
とき

には必
かなら

ず子
こ　どもかい

供会で

教
おそ

わったことを思
おも

い出
だ

すに違
ちが

いない。

高
たかはし

橋講
こうし

師は２，３年
ねん

子
こ　どもかい

供会の指
し　どう

導に当
あ

たったが、仕
し　ごと

事の関
かんけい

係で、離
はな

れることになっ

た。当
とうじ

時のもう一
ひとり

人の指
し　どうしゃ

導者－村
むらかみ

上真
ま　り

理枝
え

本
ほんぶ

部講
こうし

師はそのまま続
つづ

けられた。今
いま

ではブ

ラジル生
せいちょう

長の家
いえ

の理
り　じ

事長
ちょう

でもあり、ブラジ

ル全
ぜんこく

国を始
はじ

め、南
なんべい

米諸
しょこく

国の指
し　どう

導に当
あ

たって

いると話
はな

された。

高
たかはし

橋講
こうし

師ご自
じ　しん

身も今
こんにち

日、このようにし

て講
こうわ

話や指
し　どう

導をされるようになったのも

子
こ　どもかい

供会で指
し　どうしゃ

導者として得
え

た経
けいけん

験のお陰
かげ

であ

るに違
ちが

いありません。

今
こんかい

回の研
けんしゅうかい

修会は実
みの

りあるすばらしい研
けんしゅう

修

であった。
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第
だい

２回
かい

ジュニア会
かい

指
し　　どう　しゃ

導者・対
たい　さく

策部
ぶ　ちょう

長養
よう　せい

成研
けん　しゅう　かい

修会

去
さ

る 8 月
がつ

28 日
にち

、生
せいちょう

長の家
いえ

伝
でんどう

道本
ほんぶ

部別
べっかん

館
にて、生

せいちょう
長の家

いえ
青
せい

年
ねんかい

会日
にちご

語ジュニア部
ぶ

主
しゅさい

催
の第

だい
２回

かい
ジュニア部

ぶ
指
し　どうしゃ

導者研
けんしゅうかい

修会が行
おこな

われた。
担
たんとう

当講
こうし

師は、80 年
ねん

代
だい

に発
ほっそく

足したジュニ
ア部

ぶ
初
しょだい

代部
ぶちょう

長の高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほんぶ

部講
こうし

師が指
し　どう

導に
あたった。高

たかはし
橋本

ほんぶ
部講

こうし
師は講

こうわ
話で、ジュニ

ア世
せ　だい

代にとって、そして生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動に
とってジュニア部

ぶ
は大

たいせつ
切な役

やくわり
割を果

は
たして

いると指
し　てき

摘した。
担
たんとう

当補
ほ　さ

佐シェイラ・宮
みやざき

崎・デ・リーマ
講
こうし

師の講
こうわ

話では、子
こ　ども

供会
かい

、ジュニア部
ぶ

、青
せい

年
ねんかい

会が団
だんけつ

結すること、そして年
ねんだい

代にあわせ
てそれぞれの会

かい
を経

けいけん
験することの大

たいせつ
切さや、

ジュニアを対
たいしょう

象にした活
かつどう

動で生
せいちょう

長の家
いえ

のみ
教
おし

えを正
ただ

しく実
じっせん

践する方
ほうほう

法が説
と

かれた。
もう一

ひとり
人の担

たんとう
当補

ほ　さ
佐のカイオ・タカオ・

シマダ光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員の講
こうわ

話では、ジュニア
部
ぶ

の集
あつ

まりで異
こと

なるタイプの青
せいしょうねん

少年に対
たい

し
てどのような態

たいど
度で接

せっ
すべきかが伝

つた
えられ

た。講
こうわ

話の後
あと

にグループディスカッショ
ンの時

じ　かん
間があり、各

かく
グループには、ある

問
もんだい

題を抱
かか

えたジュニアがいることを想
そうてい

定し
たテーマが与

あた
えられ、その問

もんだい
題の最

さいぜん
善の

解
かいけつほう

決法について話
はな

し合
あ

いが行
おこな

われた。
ワークショップでは、参

さんか　しゃ
加者がチーム

ワークの大
たいせつ

切さを理
り　かい

解するために、そして
親
しんぼく

睦を深
ふか

めるために、様
さまざま

々なゲーム等
など

が行
おこな

わ
れ、これらのゲーム等

など
は誌

し
友
ゆうかい

会で活
かつよう

用される。
結
けつご

語で、高
たかはし

橋信
しん

次
じ

本
ほんぶ

部講
こうし

師は、善
ぜん

を行
おこな

う青
せいねん

年を育
いくせい

成するには、我
われわれ

々が率
そっせん

先してお
手
て　ほん

本を見
み

せる必
ひつよう

要がある、そのためには、
生
せいちょう

長の家
いえ

を常
つね

に学
まな

び、み教
おし

えを日
にちじょう

常生
せいかつ

活で
実
じっせん

践しなければならないと強
きょうちょう

調した。
研
けんしゅうかい

修会は終
しゅうし

始明
あか

るく打
う

ち解
と

けた雰
ふんい　き

囲気で
行
おこな

われた。参
さんかしゃ

加者はこの偉
い　だい

大な運
うんどう

動を推
すいしん

進
する意

い　よく
欲をもって、そして人

じんるい
類の将

しょうらい
来を担

にな

う青
せいねん

年を育
いくせい

成するという責
せきにん

任を胸
むね

に、それ
ぞれの教

きょうか
化支

し　ぶ
部への帰

き　ろ
路についた。

↑：高
たかはし

橋信
しんじ

次本
ほんぶ

部講
こうし

師　prof. Sinji Takahashi

←：実
じっこう

行委
いいん

員の皆
みなさま

様　/ グループデイスカッション

↑  discussão em 
      grupos
→  Coordenadores
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セントラル第
だい

２ - 日
にち　ご

語青
せい　ねん

年部
ぶ

・ジュニア部
ぶ

の活
かつ　どう

動
（　Mogi das Cruzes 支

し　ぶ

部　）

セ ン ト ラ ル 第
だい

2 教
きょうか

化 支
し  ぶ

部 の 日
にち  ご

語
青
せいねん

年・ ジ ュ ニ ア 部
ぶ

は 去
さ

る、6 月
がつ

12 日
にち

“ 恋
こいびと

人 の 日
ひ

” に ふ さ
わ し い テ ー マ “ 魂

たましい

の半
はんしん

身” で誌
し

友
ゆうかい

会を
開
かい

催
さい

した。指
し　どう

導に当
あ

たったライムンド・
アルメイダ・アルベス講

こうし
師は、良

よ
い魂

たましい
の

半
はんしん

身との出
で   あ

会いがある為
ため

には、心
こころ

の持
も

ち方
かた

が大
たいせつ

切であると強
きょうちょう

調した。ライムンド講
こうし

師

は自
じ   しん

身の体
たいけん

験を通
とお

して魂
たましい

の半
はんしん

身との
出
で   あ

会いについて話
はなし

した。
誌
し

友
ゆうかい

会 の 閉
へいかい

会
の挨

あいさつ
拶で青

せいねん
年部

ぶ
・

部
ぶ ちょう

長デニゼ・藤
ふじ　た

田
は「 愛

あい
は す べ て

を 補
おぎな

い、 幸
こうふく

福 に
なるためにただ半

はんしん
身を見

み
つけるだけではな

く、天
てんち

地すべてのものに愛
あい

をもって接
せっ

する
ことが大

たいせつ
切だ」と締

し
めくくった。

去
さ

る 5 月
がつ

22 日
にち

、
セ ン ト ラ ル 第

だい
２

教
きょう  か

化 支
し  ぶ

部の青
せい

年
ねん

部
ぶ

は、芝
しば

宏
ひろ

美
み

講
こう

師
し

の
指
し　どう

導のもとで、「あ
なたに内

ないざい
在する愛

あい

を表
ひょうげん

現する」をテー
マに「家

か　ぞく
族見

けん
真
しんかい

会」
が開

かいさい
催された。

レジス・ヨシオ・シマノエ光
こうみょう

明実
じっせん

践委
いん

は
「家

か　てい
庭の中

なか
での愛

あい
の実

じっせん
践」、「実

じっそう
相円

えんまん
満誦

しょう
行

ぎょう

の説
せつめい

明と実
じっしゅう

修」、エンリッケ・久
く　ぼ

保講
こうし

師は
「愛

あい
をもって相

あいて
手を赦

ゆる
し、自

じ　ぶん
分も赦

ゆる
す」につ

いてそれぞれの指
し　どうしゃ

導者は講
こうわ

話を行
おこな

った。

青
せいねんぶ

年 部・ 副
ふく

部
ぶ

長
ちょう

ビ ニ シ オ ス・
前
まえだ

田 氏
し

が 体
たいけんだん

験 談
を 行

おこな
い、 生

せいちょう
長 の

家
いえ

の 真
しんり

理 を し っ
て か ら 人

じんせい
生 が

好
こうてん

転 し た こ と を
話
はな

した。
コ ー ラ ス の

発
はっぴょう

表、ダンス、その他
た

、盛
も

り沢
だくさん

山のプログ
ラムが用

ようい
意され、ジャバクアラ青

せいねんぶ
年部から

も参
さんか

加があり、計
けい

120 名
めい

の参
さんか　しゃ

加者で見
けん

真
しんかい

会
は大

だい
盛
せいかい

会であった。
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　連

れんさい
載・真

しんり
理の勉

べんきょう
強 ( 第

だい
4 回

かい
)

『新
あたら

しいチャンスのとき』
                   　  谷

たにぐち
口 清

せいちょう
超 先

せんせいちょ
生著

赦
ゆる

すことの大
たいせつ

切さ

主
しゅじんこう

人公の心
こころ

	 この人
じんせい

生では色
いろいろ

々の事
じ  けん

件が起
おこ

る。し
かしそれは決

けっ
して偶

ぐうぜん
然に起

おこ
るのではなく、

それ相
そうとう

当の原
げんいん

因があって起
おこ

る結
けっか

果である。
そうでなければ、人

ひと
は安

あんしん
心して生

せいかつ
活をする

ことが出
で  き

来ないだろう。どんな家
か  てい

庭に生
う

ま
れて来

く
るか、男

おとこ
に生

う
まれるか、女

おんな
に生

う
まれ

るか、それも全
すべ

て偶
ぐうぜん

然ということになるな
らば、誰

だれ
かから迫

はくがい
害されたり、ののしら

れたり、差
さ  べつ

別されたりするのも偶
ぐうぜん

然だし、
大
だいがく

学の入
にゅうがく

学も落
らくだい

第も、就
しゅうしょく

職や結
けっこん

婚も、みな
偶
ぐうぜん

然だと見
み

なされる。するとこの人
じんせい

生では、
まるで風

かぜ
に吹

ふ
かれた木

こ
の葉

は
のように、池

いけ
に

舞
ま

い落
お

ちたり、泥
どろぬま

沼に落
お

ちたり、拾
ひろ

われた
り捨

す
てられたりして当

あた
り前

まえ
ということにな

るだろう。しかし本
ほんとう

当は幾
いく

つかの原
げんいん

因が組
く

み合
あ

わさって、ある結
けっか

果が出
で

てくるのだ。
この原

げんいん
因群

ぐん
の中

なか
の補

ほ  じょ
助的

てき
なものを “助

じょいん
因”

（ 補
ほ  じょ

助 原
げんいん

因 ） と 言
い

い、 縁
えん

と も 呼
よ

び、「 因
いん

・
縁
えん

・果
か

の法
ほうそく

則」と言
い

うのである。
	 し か も人

ひと
が人

じんせい
生の “主

しゅじんこう
人公” である

ためには、人
ひと

の「心
こころ

」が因
いん

であり、その
心
こころ

が色
いろいろ

々の縁
えん

にふれて果
か

を生
しょう

ずるという
法
ほうそく

則がなくてはならない。その縁
えん

の中
なか

には
物
ぶっしつてき

質的なものも含
ふく

まれて来
く

るし、前
ぜんせ

世から
の業

ごう
（行

こうい
為の集

しゅうせき
積）も関

かんよ
与してくるのだ。

けれども主
しゅじんこう

人公が人
にんげん

間の「心
こころ

」である以
いじょう

上、
必
かなら

ずその問
もんだい

題は心
こころ

の変
へんか

化によって解
かいけつ

決で
きるのであり、その意

い  み
味において人

じんせい
生の

主
しゅじんこう

人公は「心
こころ

」だということが出
で  き

来るので
ある。
	 さ て平

へいせい
成十年

ねん
五月

がつ
十五日

にち
の『産

さんけい
経

新
しんぶん

聞』の投
とうしょ

書欄
らん

に、埼
さいたま

玉県
けん

朝
あさか

霞市
し

に住
す

む
田
たなか

中利
としお

夫さんの、次
つぎ

のような一
いちぶん

文があった。
	 『 わ が 家

や
の 前

まえ
は 小

しょうがっこう
学 校 の 通

つうがく
学 路

ろ
。

一
いちねんじゅう

年中、半
はん

ズボンにＴシャツの子
こ

がいるか
と思

おも
えば、新

しんがっき
学期を迎

むか
えて汗

あせ
ばむような日

ひ

でもダウンジャケットに長
なが

ズボンの子
こ

がい
たりもする。共

きょうつう
通しているのは、どの子

こ
も

世
よ

にいうブランド品
ひん

を身
み

につけていること
です。
	 先

せんじつ
日のこと、わが家

や
の玄

げん
関
かんぐち

口にラン
ドセルを投

な
げ出

だ
し、小

しょうがく
学三、四年

ねん
の男

おとこ
の子

こ

数
すうにん

人が何
なに

やらひそひそ話
ばなし

をしていた。聞
き

き
耳
みみ

を立
た

てたが、笑
わら

い声
ごえ

が聞
き

こえるだけで、

（09）

（11）

（01）

（02）

（03）

（04

（12）

（05）

（13）

（06）

（14）

（07）

（15）

（08）

（16）

（10）
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詳
くわ

しい内
ないよう

容は分
わ

からなかった。

	 そのうち、別
べつ

の数
すうにん

人のグループが通
とお

りかかると、中
なか

にいた一
ひとり

人に「おい、トッ

カヒン！」と呼
よ

びかけた。呼
よ

ばれた子
こ

はふ

くれっ面
つら

で走
はし

り去
さ

ったが、男
おとこ

の子
こ

たちは

大
おおごえ

声で「あいつの着
き

てるもの、スーパーの

トッカヒンばかりだぜ」と笑
わら

いながら後
あと

を

追
お

った。「安
やすもの

物、待
ま

てーっ」とも言
い

っていた。

どうやら子
こ  ども

供同
どうし

士でなく、一
いちぶ

部の母
ははおや

親が話
はな

し合
あ

っていることを子
こ  ども

供たちが聞
き

きつけた

らしい。

	 有
ゆうめい

名ブランドが何
なん

だ！　　　

         負
ま

けるな特
とっかひん

価品くん！

                                              （自
じ ゆうぎょう

由業）』

赦
ゆる

すことの大
おお

仕
し　ごと

事

	 トッカヒンとののしられた子
こ  ども

供は

大
たいへん

変気
き

の毒
どく

だ。私
わたし

も家
か  ない

内も、よく特
とっか  ひん

価品を

使
つか

っている。それは決
けっ

して悪
わる

いものでもな

く、多
たしょう

少流
りゅうこう

行おくれでも、良
よ

い製
せいひん

品はいく

らでもある。そもそも流
りゅうこう

行などというもの

は、売
う

る側
がわ

が勝
かって

手にこしらえたり、はやら

せたりするのであって、使
つか

う人
にんげん

間の人
じんかく

格や

価
か  ち

値には関
かんけい

係がない。ブランド商
しょうひん

品がよい

とも限
かぎ

らない。これらは時
とき

に見
み  え

栄であった

り、追
ついずい

随心
しん

の塊
かたまり

だったりするだけである。

それを子
こ  ども

供達
たち

が（誰
だれ

かに教
おし

えられて）問
もんだい

題

にし、その偏
へんけん

見でもっていじめをやるとい

うのはとんでもないことだ。そんな迫
はくがい

害を

受
う

けてへこたれてはならない。そしてその

ような無
む  ち

知と迷
めいもう

妄に腹
はら

を立
た

てて、ムクレた

り、恨
うら

んだりしないだけの心
こころ

の訓
くんれん

練をして

おく必
ひつよう

要がある。

	 それには、人
にんげん

間は、「神
かみ

の子
こ

」であり、

本
ほんらい

来皆
みな

すばらしい主
しゅじん

人公
こう

であり、肉
にくたい

体やそ

の上
うえ

の衣
い  ふく

服や外
がいけん

見は、単
たん

なる道
どうぐ

具であり、

付
ふ  ぞくひん

属品であるということを、幼
おさな

いころから

よく教
おし

えておく必
ひつよう

要がある。その上
うえ

で、こ

の無
む  ち

知なる人
ひとびと

々をも “許
ゆる

す心
こころ

” を訓
くんれん

練する

ことだ。赦
ゆる

しは中
なかなか

々難
むずか

しいかもしれないが、

作
さっか

家の曽
かつ

野
の

綾
あやこ

子さんが平
へいせい

成十年
ねん

四月
がつ

十九日
にち

の『毎
まいにち

日新
しんぶん

聞』に寄
よ

せられた論
ろんぶん

文で、こん

な文
ぶんしょう

章を書
か

いておられた。その一
いちぶ

部を引
いんよう

用

すると、『（前
ぜんりゃく

略）私
わたし

が若
わか

い時
とき

に許
ゆる

しに関
かん

し

て決
けっていてき

定的なショックを受
う

けたのは、1936

年
ねん

のスペイン内
ないせん

戦によって夫
おっと

を殺
ころ

された妻
つま

の話
はなし

を聞
き

いた時
とき

である。彼
かのじょ

女は悲
かな

しみの中
なか

で、残
のこ

された子
こ  ども

供たちに言
い

った。

	 「私
わたし

たちはお父
とう

さまを殺
ころ

した人
ひと

を許
ゆる

す

ことを、生
しょうがい

涯の仕
し  ごと

事にしなければならない

のよ」

	 そ の た く さ ん の子
こ  ども

供たちのうちの

一
ひとり

人が、その後
ご

カトリックの神
しんぷ

父になって

日
に  ほん

本に来
き

た。

	 私
わたし

の知
ち  じん

人の女
じょせい

性は、20 歳
さい

になった

医
い

学
がくせい

生の一
ひとり

人息
むすこ

子を、彼
かれ

の親
しんゆう

友が運
うんてん

転する

車
くるま

の事
じ  こ

故で失
うしな

った。知
し

らせを受
う

けて、事
じ  こ

故

現
げんば

場に近
ちか

い警
けいさつ

察まで駆
か

けつけた時
とき

、警
けいさつ

察は

初
はじ

め遺
い  たい

体に合
あ

わせるのも、運
うんてん

転をしていた

青
せいねん

年の親
おや

に会
あ

わせるのもためらったという。

遺
い  たい

体の損
そんしょう

傷がひどかったのと、もしかする

（17）

（25）

（18）

（26）

（19）

（27）

（21）

（28）

（20）

（29）

（22）

（30）

（23）

（31）

（24）

（32）
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と憎
にく

しみの対
たいしょう

象になりかねない立
たちば

場の人
ひと

と

接
せっしょく

触させることを恐
おそ

れたのだろう。

	 しかし彼
かのじょ

女自
じ  しん

身も医
い   し

師であった。そ

して彼
かのじょ

女は――その途
と ちゅう

中にどれほどの心
しんり

理

の困
こんなん

難を乗
の

り越
こ

えたか他
た  にん

人の私
わたし

は憶
おくそく

測する

ことさえ非
ひ  れい

礼に当
あ

たるような気
き

がするのだ

が――その時
とき

事
じ   こ   し

故死したすべての青
せいねん

年たち

の親
おや

は、加
か   がいしゃ

害者・被
ひ   がいしゃ

害者の立
たち ば

場を超
こ

えて同
おな

じ悲
かな

しみを味
あじ

わった人
ひと

として受
う

け止
と

めてい

た。私
わたし

はこの女
じょい

医には将
しょうらい

来遠
とお

く貧
まず

しい僻
へきち

地

で、死
し

を覚
かくご

悟して医
い  し

師として働
はたら

いてくださ

い、と言
い

ってある。（後
こうりゃく

略）』

	 そしてこの後
あと

の文
ぶんしょう

章の冒
ぼうとう

頭に、

	 『許
ゆる

しは、大
おお

きな人
じんせい

生の仕
し  ごと

事である』

	 と記
しる

されていた。たしかに許
ゆる

し（赦
ゆる

し）は人
じんせい

生最
さいだい

大の大
だいじ

事であり、善
ぜんこう

行の最
さい

た

るものであると言
い

えよう。

誰
だれ

のせいだろうか

	 平
へいせい

成十年
ねん

五月
がつ

の練
れんせいかい

成会で、Ｒさんと

いう二十一歳
さい

の娘
むすめ

さんが、次
つぎ

のような話
はなし

を

して下
くだ

さったことがあった。本
ほんにん

人の希
き  ぼう

望に

よって匿
とくめい

名匿
とく

住
じゅうしょ

所にしておくが、彼
かのじょ

女は

十六歳
さい

の時
とき

、家
か  てい

庭が嫌
いや

でたまらなくなり、

家
いえ

を飛
と

び出
だ

した。そうしてその時
とき

知
し

り合
あ

っ

た男
だんせい

性（Ａ）と、ただ家
いえ

に帰
かえ

りたくないと

いうだけの理
り  ゆう

由で、出
で   あ

会った日
ひ

から一
いっしょ

緒に

暮
く

らしはじめたのだ。どうしてＲさんがそ

んなに家
いえ

を嫌
きら

ったのかというと、昔
むかし

から父
ちち

が身
からだ

体が弱
よわ

く、病
びょういん

院を出
で

たり入
は

ったりし続
つづ

けていた。ところがそんな身
からだ

体でいなが

ら、毎
まいにち

日お酒
さけ

ばかり飲
の

んで、又
また

病
びょういん

院に入
はい

る

といった繰
く

り返
かえ

しだったからだ。母
はは

も娘
むすめ

も、

みな父
ちち

の身
からだ

体を心
しんぱい

配して、

	 「お父
とう

さん、お酒
さけ

をやめて！」

	 と何
なんかい

回も頼
たの

んだが、父
ちち

はその言
ことば

葉を

ちっとも聞
き

いてくれず、毎
まいにち

日酒
さけ

びたりで、

さらに入
にゅうたいいん

退院を繰
く

り返
かえ

すばかりだった。そ

んな生
せいかつ

活を送
おく

っているうちに、何
なぜ

故父
ちち

はこ

んなに頼
たの

んでも聞
き

いてくれないんだろう、

と不
ふ  し  ぎ

思議に思
おも

い始
はじ

め、

	 「お父
とう

さんは、私
わたしたち

達のことなんか、

どうでもいいんだ。私
わたしたち

達を愛
あい

していないか

ら、こんなに頼
たの

んでも、こんなに毎
まいにち

日辛
つら

い

思
おも

いをしていても、平
へいき

気なんだ」

	 と思
おも

うようになってしまった。そこ

でこんなに家
いえ

の中
なか

が面
おもしろ

白くないのも、家
か  ぞく

族

がこんなにバラバラになったのも、皆
みな

お父
とう

さんのせいだ、と心
こころ

の中
なか

で父
ちち

を審
さば

き憎
にく

みは

じめたのであった。これだけを聞
き

いている

と、彼
かのじょ

女の家
いえで

出とその後
ご

の悲
ひ  げき

劇的
てき

事
じ  けん

件は、

「父
ちち

のせいだ」ということになるだろうが、

しかし世
よ

の中
なか

にはそんなに父
ちち

が酒
さけ

びたりの

生
せいかつ

活にもかかわらず、家
いえで

出をせず、何
なん

とか

して父
ちち

や母
はは

の和
わ  かい

解し合
あ

った生
せいかつ

活を送
おく

りたい

と努
ど りょく

力している人
ひとびと

々もいるのである。

	 だからやはり彼
かのじょ

女の家
いえで

出は、そのこ

ろの彼
かのじょ

女の心
こころ

に主
おも

な原
げんいん

因があり、その助
じょいん

因

として父
ちち

の病
びょうき

気や酒
さけ

や、その他
た

もろもろの

（33）

（39）

（34）

（40）

（35）

（41）

（36） （42）（37）

（43）

（38）

（44）
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  (01) 主
しゅ

人
じん

公
こう

o protagonista  (02) 偶
ぐうぜん

然 acidentalmente, por acaso  (03) それ相
そうとう

当の原
げんいん

因 uma causa

   justa  （04）迫
はくがい

害 ser perseguido  (05) ののしる insultar  (06) 泥
どろぬま

沼 pântano  

  (07) 補
ほ　じょ

助原
げんいん

因 causas suplementares   (08) 果
か

を生
しょう

ずる dar frutos

  (09）行
こうい

為の集
しゅうせき

積 acúmulo de ações   (10) 関
かんよ

与 ter relações  (11) 一
いちぶん

文 parágrafo

  (12) 通
つうがく

学路
ろ

 caminho para a escola (13) 新
しん

学
がっき

期 novo semestre  (14) 汗
あせ

ばむ transpirar (pouco) 

  (15) ブランド品
ひん

 artigo de marca     (16) 聞
きき

き耳
みみ

をたて apurar os ouvidos  

  (17) ふくれっ面
つら

 cara carrancuda (18) 特
とっか　ひん

価品 artigos de saldo, pechincha

  (19) 多
たしょう

少流
りゅうこう

行おくれ um pouco fora de moda  (20) 人
じんかく

格 personalidade, caráter    (21) 見
み　え

栄 vaidade   

  (22) 追
ついずいしん

随心の塊
かたまり

  fetiche de consumo  (23) 偏
へんけん

見 preconceito (24) 無
む　ち

知 ignorância 

  (25) 迷
めいもう

妄 ilusão    (26) 外
がいけん

見 aparência  （27）付
ふ　ぞくひん

属品 acessórios （28）論
ろんぶん

文 artigo , texto

  （29）引
いんよう

用 citar  （30）決
けっていてき

定的なショック um choque marcante  (31）医
い　がくせい

学生 estudante de medicina

 （32）損
そんしょう

傷 danificação  （33）憎
にく

しみの対
たいしょう

象 alvo de ódio , rancor （34）憶
おくそく

測する supor , imaginar 

  (35）非
ひ　れい

礼 descortesia（36）加
か　がいしゃ

害者 o culpado  （37）被
ひ　がいしゃ

害者 a vítima（38）女
じょい

医 médica  

  （39）僻
へきち

地 lugar remoto  （40）冒
ぼうとう

頭 cabeçalho  (41) 匿
とく

住
じゅうしょ

所 não divulgar o endereço  

  （42）酒
さけ

びたり ficar bêbado (43）審
さば

き julgar  （44）悲
ひ　げきてき

劇的事
じ　けん

件 um caso trágico  

  （45）同
どうせい

棲 casal com união estável sem vínculo civil（46）暴
ぼうりょく

力をふるう usar da violência  

  （47）酒
しゅりょう

量 quantidade de bebida alcoolica（48）無
む　し

視 ignorar  （49）罵
ののし

ったり insultar

出
で  き  ごと

来事があったと想
そうぞう

像される。そしてＲさ
んは「こんな家

いえ
を早

はや
く出

で
たい。こんな親

おや
に

頼
たよ

らずに、家
いえ

を出
で

て、独
ひと

りで生
い

きて行
い

くんだ」
と考

かんが
えるようになった。

	 こ う し て彼
かのじょ

女は好
す

きでもない男
だんせい

性
（Ａ）と一

いっしょ
緒に暮

く
らし始

はじ
め、二年

ねん
ほど同

どうせい
棲し

たが、彼
かれ

が暴
ぼうりょく

力をふるい、毎
まいにち

日バクチばか
りを打

う
っている生

せいかつ
活に耐

た
えられず、二年

ねん
たっ

た時
とき

遂
つい

にＲさんは彼
かれ

の所
ところ

から逃
に

げ出
だ

した。
けれども行

い
くあてがない。仕

し  かた
方なく一

いっ
たん

父
ふ  ぼ

母の家
いえ

に帰
かえ

ったが、帰
かえ

って見
み

ると事
じ  たい

態は
一
いっそう

層悪
あっか

化して、父
ちち

の酒
しゅりょう

量は前
まえ

よりだいぶ増
ふ

えていた。毎
まいにち

日、朝
あさ

から晩
ばん

まで酒
さけ

を飲
の

んで
いる父

ちち
の姿

すがた
を見

み
ていると、Ｒさんは又

またまた
々腹

はら

が立
た

ってたまらなくなった。父
ちち

と会
あ

っても、
無
む  し

視したり、罵
ののし

ったりしたのだ .

（45）

（46）

（47）

（48） （49）
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05/09/2011 ～ 21/09/2011 　 圓
えん

環
かん

ご協
きょう

力
りょく

者
しゃ

ご芳
ほう

名
めい

　　　( 単
たんい

位・レアイス ) 

  聖
せ い し

市 1 ------------------ 坂
さかもと

本君
き み え

枝 様
さま

	 50,00
 ＡＢＣ-サン ･ カエタノ 相

そう
・白

はく
会
かい

様
さま

	 100,00
 パラー--------------------上

うえ
岡
おか

 尚
なお

昭
あき

 様
さま

	 200,00
 ソロカバナ 1------------- 西

にし
 一

か ず お
夫 様

さま
	 200,00

 パラナ 1（7 月分）------ 古
ふるさわ

沢 哲
て つ お

男 様
さま

	 20,00
 々 　　　（8 月分）------ 古

ふるさわ
沢 哲

て つ お
男 様

さま
	 20,00

 南
みなみ

 マ 州
しゅう

  ２------------- 教
きょうか

化支
し ぶ

部 様
さま

	 300,00

 聖
せ い し

市 ２--------- コチア相
そう

・白
はく

会
かい

 様
さま

	 250,00
 聖

せい
市

し
 ２----------------- 重

しげまつ
松 富

と み こ
子 様

さま
	 30,00

 パウリスタ１- ツッパン相
そう

・白
しろ

会
かい

 様
さま

	 200,00
 聖

せいし
市 6------------森

もりもと
本義

よしもり
盛 / 敦

あつこ
子 様

さま
	 400,00

 聖
せいし

市 6--- ジャ・サンタ・マリア相
そう

・白
しろ

会
かい

 様
さま

	 300,00
 聖

せいし
市１---------------- 横

よこやま
山 ジョン様

さま
	 350,00

 

各
かく

教
きょうか

化支
し　ぶ

部、又
また

 多
おお

くの会
かいいん

員の皆
みなさま

様から円
えんかん

環へのご芳
ほうし

志を頂
いただ

き、誠
まこと

にありがとうございま
す。心

こころ
より感

かんしゃ
謝申

もう
し上

あ
げます。

円
えんかん

環 10 月
がつ

号
ごう

の「円
えんかん

環ご協
きょうりょくしゃ

力者ご芳
ほうめい

名」に、聖
せいし

市 2 カシャキー相
そう

・白
はく

会
かい

様
さま

と記
き　さい

載されていましたが、正
ただ

しくは　聖
せいし

市２カシンギー相
そう

・白
はく

会
かい

様
さま

でした。ご迷
めいわく

惑をおかけしました。訂
ていせい

正してお詫
わ

び申
もう

し上
あ

げます。

地
ち　　　　ほう

方便
だよ

り

パウリスタ第
だい

1 教
きょうか

化支
し　ぶ

部ー Tupã で「家
か　ぞく

族栄
さか

える講
こうえんかい

演会」が、小
お　の　でら

野寺フェルナンド
講
こうし

師（相
そうあい

愛会
かい

副
ふく

会
かいちょう

長）、松
まつざき

崎富
と　み　こ

美子講
こうし

師の指
し　どう

導により、2010 年
ねん

8 月
がつ

２８日
にち

に開
かいさい

催され
た。参

さんか
加者

しゃ
数
すう

は 143 名
めい

。
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生
長
の
家
　
　
塩
椎
の
会
俳
壇

四
温
晴
誘
わ
れ
楽
し
出
で
湯
旅 

矢
島 

み
ど
り

世
事
は
な
れ
手
足
伸
し
て
湯
船
か
な

快
適
な
高
速
道
路
や
イ
ッ
ペ
咲
き

満
開
の
素
心
花
並
木
歩
を
ゆ
る
め 

身
吉  

尚
子

放
射
能
の
災
害
い
つ
ま
で
原
爆
忌

長
閑
や
い
つ
ま
で
続
く
長
電
話

父
の
日
や
父
を
敬
ま
う
子
等
四
人 	  

木
村
都
由
子

旅
宿
に
味
つ
け
ぬ
一
夜
春
蚊
鳴
く

女
児
誕
生
桃
子
と
名
づ
け
桃
の
花

ガ
ラ
ー
ジ
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
し
猫
の
恋
　
香
山
　
和
栄

震
災
の
瓦
礫
押
し
の
け
地
虫
出
づ

父
の
日
の
花
園
と
な
る
墓
苑
か
な

素
心
花
の
白
の
清
し
き
並
木
路
　	

湯
田
南
山
子

父
の
日
や
父
ら
し
き
事
な
に
も
せ
ず

雨
樋
を
滑
り
落
ち
た
る
浮
れ
猫
　
　
　
　
　
　

爽
や
か
な
青
空
一
点
曇
り
な
く  

森
西  

茂
行

天
の
川
秋
の
夜
空
に
寒
々
と

天
の
川
宇
宙
の
神
秘
を
語
り
お
り

イ
ペ
ー
の
花
黄
金
ま
と
ひ
春
歌
ふ
　	
大
沢
　
晴
子

桃
の
節
句
歌
っ
て
踊
っ
て
日
系
園
児

ふ
く
ら
み
を
見
つ
け
て
嬉
し
猫
や
な
ぎ	

牛
馬
死
す
毒
薬
と
る
も
牧
手
入
れ 

纐
纈
喜
月

碁
を
囲
む
相
手
の
欲
し
き
日
永
か
な

猫
好
き
で
仔
猫
を
捨
て
ず
皆
飼
ふ
と

曾
孫
三
人
親
子
四
代
父
の
日
　
仲
宗
根
朝
春

原
爆
忌
放
射
能
事
故
の
怖
さ
か
な

猫
の
恋
夜
更
け
明
け
方
さ
わ
が
し
い

老
い
て
迄
女
の
夜
濯
ぎ
止
め
ら
れ
ず	…
立
川
　
ゆ
う

世
知
辛
く
忘
れ
が
先
に
立
つ
仕
末

病
院
の
看
護
師
詩
吟
口
ず
さ
む

三
八
度
陽
炎
燃
え
る
日
本
思
ふ	…

坂
本
　
君
枝

八
年
目
母
と
な
る
姪
涙
し
て

東
北
の
泣
き
泣
き
山
車
引
く
夏
祭
り

留
守
庭
に
生
き
々
と
咲
く
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ム	

…

村
松
　
里
乃

芽
柳
の
川
に
尾
を
引
き
す
い
々
と

桜
見
し
逝
き
し
夫
と
花
見
旅

に
ら
み
合
ひ
叩
き
合
ひ
す
る
猫
の
恋	…

荒
巻
　
重
乃

原
爆
の
悲
惨
な
写
真
長
崎
で

原
爆
後
今
日
も
父
ち
ゃ
ん
生
き
て
い
る

桃
の
花
咲
き
に
お
う
朝
母
と
な
り 	 

城
　
　
良
子

原
爆
忌
平
和
を
叫
ぶ
声
高
し

素
心
花
の
白
く
も
え
咲
く
並
木
道

去
さ

る 2011 年
ねん

4 月
がつ

3
みっか

日、聖
せいし

市第
だい

1 教
きょうか

化支
し　ぶ

部講
こうし　かい

師会主
しゅさい

催に

よって Apingorá Pesqueiro でピクニックをかねて講
こうし　かい

師会及
およ

び

勉
べんきょう

強 会
かい

を行
おこな

った。全
ぜん

組
そしき

織に呼
よ

びかけ、参
さんか　しゃ

加者数
すう

は 165 名
めい

。

地ち
　
　
　ほ
う方

便だ
よ

り
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ブ ラ ジ ル 生
せいちょう

長 の 家
いえ

で は、
2003 年

ねん
から 「平

へいわ
和 週

しゅうかん
間 運

うんどう
動」

が 全
ぜんこく

国 で 開
かいし

始 さ れ て き た。9
月
がつ

1
つい

日
たち

～ 7
なの

日
か

の 間
あいだ

に『 平
へいわ

和
週
しゅうかん

間と環
かんきょう

境　』をスローガン
に 本

ほんぶ
部 を 始

はじ
め、 各

かく
教
きょうか

化 支
し  ぶ

部
で、 講

こうえんかい
演 会、 普

ふきゅうし
及 誌 の 頒

はんぷ
布、

感
かんしゃ

謝行
ぎょう

（地
ち  いき

域公
こうえん

園の清
せいそう

掃、社
しゃかい

会

 平
へい

 和
わ

 週
しゅう

 間
かん

福
ふくし

祉 セ ン タ ー の 訪
ほうもん

問 又
また

支
し  えん

援、
消
しょうぼうきょく

防 局の訪
ほうもん

問）などが行
おこな

われ、
信
しんじゃ

者の皆
みな

さん一
ひとり

人一
ひとり

人が一
いちがん

丸
となって、一

ひとり
人でも多

おお
くの皆

みなさま
様

に真
しんり

理の普
ふきゅう

及を行
おこな

い、そして
感
かんしゃ

謝 の 気
き  もち

持 ち を 込
こ

め て 環
かんきょう

境、
社
しゃかい

会に貢
こうけん

献している。


